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　環境共生部として3度目となる環境月間は「水と緑を引き継ぐまち　ひの」をテーマに、

広く環境に関する催しを行ってまいりました。

　緑と清流課においては、例年に引き続き ①緑と清流ポスターの展示 ②ミニ水族館 ③日

野用水クリーンデーを実施いたしました。今年度の活動をそれぞれご紹介します。

市内の小・中学校の生徒が「緑と清流」をテーマに描いたポスターを市役所本庁1階に展示しました。

　環境月間中、市内の用水路に生息す

る水生生物を本庁1階に展示しました。

　市民の方の参加を募り、日野用水の清掃活動をおこな

う催しです。今年度は、約10名の市民に参加していただ

けました。ご協力ありがとうございました。

環境月間の報告環境月間の報告環境月間の報告

日程：

（小学生の部）

10月1日㈫～10月11日㈮
（中学生の部）

10月15日㈫～10月25日㈮
※受賞作品は２、３面でも紹介しています。

日程：9月30日㈪～10月11日㈮

日程：10月23日㈬

緑と清流ポスターの展示緑と清流ポスターの展示

小学生の部 最優秀賞 中学生の部 最優秀賞

ミニ水族館ミニ水族館

南平小学校　村田 瑛斗

ミニ水族館の様子

三沢中学校　饗庭 風香

日野用水クリーンデー日野用水クリーンデー

その他の催し
・夏休みごみ探検隊（施設課）・・7月22日㈪、7月23日㈫、7月24日㈬

・クリーンセンター環境展（ごみゼロ推進課） 10月1日㈫～10月27日㈰

・ごみ減量ポスター展（施設課）・・・・・ 11月1日㈮～11月15日㈮
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　日野市環境月間の行事として、市内の小・中学校
の子どもたちへ緑と清流に関するポスターを募集
しました。令和6年度も841点の応募があり、その
中から選ばれた作品です。身のまわりの水辺や緑
へ対する子どもたちの思いが描かれています。

令和6年度 緑と清流ポスター緑と清流ポスター
小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

南
平
小
学
校
　
村
田
　
瑛
斗

平
山
小
学
校
　
渡
邊
　
更

佳
　
作

日
野
第
四
小
学
校
　
藤
田
　
湊

佳
　
作

日
野
第
七
小
学
校
　
向
後
　
優
希

優秀賞

南平小学校　宮川　拓海

中
学
生
の
部

優
秀
賞

日
野
第
四
中
学
校
　
坂
東
　
伊
織

優
秀
賞

日
野
第
三
中
学
校
　
長
川
　
紗
季

佳
　
作

日
野
第
三
中
学
校
　
宮
本
　
祥

最
優
秀
賞

三
沢
中
学
校
　
饗
庭
　
風
香

佳　作

日野第四中学校　佐々木　沙絵
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清流ｎｅｗｓ　　2025 年１月 1日 清流ｎｅｗｓ　　2025 年１月 1日（５） （４）

第13回 あさかわ写真コンクール ～しぜん・ひと・まち～第13回 あさかわ写真コンクール ～しぜん・ひと・まち～
　あさかわ写真コンクールは、日野市と八王子市の両市を流れる浅川を、源

流から多摩川の合流点までひとつの流域として捉え、良好な水辺環境と心豊

かな浅川流域のまちづくりを目指すため、浅川流域連携事業のひとつとして

行っている催しです。

　今年で13回目を迎えたあさかわ写真コンクールですが、今年は481作品

の応募があり、それぞれに撮影者の浅川に対する思いを感じることができま

した。審査の結果20作品を入選作品としました。今回スペースの都合で載

せることができていない各作品への想いや、撮影時期、撮影場所はホーム

ページで公開しております。

　また、日野市では下記の日程で入選作品の展示を行う予定です。機会があ

りましたらお立ち寄りください。

※八王子市での展示については八王子市ホームページをご確認ください。

中学生以下の部
最優秀賞

優秀賞

日野市賞

八王子市賞

佳　作

佐々木千穂 さようなら太陽

静寂

夕桜、燃ゆる空

カラフルスカイ

橋から見た景色

樹のトンネル散歩道

祭りの帰り道

あさかわに降り注ぐ光

春がきたこの浅川に

小島　輝哉

柳澤　　諒

佐々木結衣

依田　沙樹

大塚　智暉

乙幡　千博

景山　瑛太

佐藤　稟都

一般の部
最優秀賞

最優秀賞 優
秀
賞

『さようなら太陽』 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐々木 千穂

『静寂』 ・・・・・・・・・・・・・・小島 輝哉

優秀賞

日野市賞

八王子市賞

佳　作

藤江　昭夫 小さな釣り人

浅川と花火

春光に輝いて

浅川クリーン作戦

浅川秋景色

ビッグな浅川！

鏡のように光り輝く浅川

水と光の共演

新緑の川

佐々木陽介

渡邉　敦子

設楽　誠一

吉川　　博

上原　正行

篠　　正治

内藤　　昇

渡邉　英明

企　業　賞
コニカミノルタ賞

京王電鉄賞

古屋　　博 映り込む秋

富士山目指して歩こう！
オー！

吉村　勝義

・令和7年
（2025年）1月14日㈫～1月30日㈭ 平山季重 ふれあい館 1階 平山図書館

・令和7年
（2025年）2月3日㈪～2月17日㈪ イオンモール多摩平の森 3階 プティマイン前

すえ しげ

優
秀
賞

『夕桜、燃ゆる空』 ・・・・・・・柳澤 諒

佳

　作

『樹のトンネル散歩道』 ・大塚 智暉

佳

　作

﹃
春
が
き
た
こ
の
浅
川
に
﹄

佐
藤 

稟
都

八
王
子
市
賞

『橋から見た景色』 ・・・・依田 沙樹

佳

　作

『あさかわに降り注ぐ光』景山 瑛太

日
野
市
賞

『カラフルスカイ』 ・・・佐々木 結衣

佳

　作

『祭りの帰り道』 ・・・・・・乙幡 千博

最
優
秀
賞

優
秀
賞

藤
江 

昭
夫

『浅川と花火』 ・・・・・・佐々木 陽介

優
秀
賞

『春光に輝いて』 ・・・・・・渡邉 敦子

佳

　作

﹃
ビ
ッ
グ
な
浅
川
！
﹄ 

上
原 

正
行

八
王
子
市
賞

『浅川秋景色』 ・・・・・・・・・・・・・吉川 博

京
王
電
鉄
賞

『富士山目指して歩こう！オー！』 『映り込む秋』 ・・・・・・

吉村 勝義

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
賞

・作品募集期間

・応募作品数

令和6年（2024年）6月15日〜8月15日

古屋 博

佳

　作

『水と光の共演』 ・・・・・・・・内藤 昇

日
野
市
賞

『浅川クリーン作戦』 ・・・設楽 誠一

佳

　作

『鏡のように光り輝く浅川』篠 正治

﹃
小
さ
な
釣
り
人
﹄ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

佳

　作

『新緑の川』 ・・・・・・・・・・渡邉 英明

401作品
80作品

481作品

一 般 の 部
中学生以下の部

計

URL:https://www.city.hino.lg.jp/
kurashi/kankyo/mizumidori/
asakawa/1027785/index.html
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清流ｎｅｗｓ　　2025 年 1月 1日

❸
変
わ
り
ゆ
く
水
田
風
景

　日
野
の
農
の
拠

点
の
一
つ
で
し
た
が
、

土
地
区
画
整
理
事

業
や
新
た
な
道
路

建
設
に
よ
り
、
田

ん
ぼ
は
ほ
と
ん
ど

無
く
な
り
ま
し
た
。

　石
積
み
の
護
岸

で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

も
無
く
、
洗
い
場

の
あ
る
水
路
な
ど

今
あ
る
水
辺
を
活

か
し
た
区
画
整
理

事
業
に
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

❹
変
わ
り
ゆ
く
里
山
の
風
景

　黒
川
清
流
公
園
の

湧
水
が
流
れ
て
く
る

窪
地
で
﹁
原
ノ
八
ツ
﹂

と
呼
ば
れ
、
現
在
は

畑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
は
澄
み
、
崖
線
緑

地
は
保
全
さ
れ
、
里

道
は
夏
涼
し
く
市
民

の
散
歩
道
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
川
辺
堀

之
内
の
区
画
整
理
事

業
に
よ
り
宅
地
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　右
手
に
は
、
保
全
さ
れ
て
い
る
斜
面
緑
地
、
周
辺
に
は

横
穴
墓
古
墳
が
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
昔
は
水
路
で
ヤ

ツ
メ
ウ
ナ
ギ
も
と
れ
た
と
い
う
。

❼
親
子
で
賑
わ
う
水
辺

―
東
豊
田
公
園
　

　東
豊
田
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
新
た
に
で
き
た
公

園
で
す
。
用
水
を
取
り
込
ん
だ
り
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ

水
辺
を
造
っ
て
い
ま
す
。
ク
ヌ
ギ
な
ど
樹
木
も
植
え
ら
れ

将
来
は
豊
か
な
森
に
な
り
そ
う
で
す
。

　休
日
は
親
子
づ
れ
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

 

公
園
の
入
口
近
く
に
は
、

﹁
耕
地
整
理
記
念
﹂
と
書
か

れ
た
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て

い
た
。
近
く
の
案
内
板
に
よ

る
と
、
か
つ
て
こ
の
辺
り
は

﹁
小
高
田
﹂
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
の

だ
そ
う
だ
。

（７）

水
辺
の
あ
る
風
景 

日
野
50
選

水
辺
の
あ
る
風
景 

日
野
50
選

選
ば
れ
た
水
辺
を
紹
介
し
ま
す

選
ば
れ
た
水
辺
を
紹
介
し
ま
す

辻にあるお地蔵さま辻にあるお地蔵さま

散歩道として親したまれている旧道散歩道として親したまれている旧道

　日
野
の
秋
の
風
物
詩﹁
日
野
市

菊
花
展
﹂が
令
和
６
年
10
月
24
日

︵
水
︶か
ら
11
月
13
日︵
水
︶ま
で
日

野
中
央
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
夏
も
菊
の
生
育

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
酷
暑
に
よ
っ

て
、初
日
に
は﹁
つ
ぼ
み
﹂も
あ
り

ま
し
た
が
、二
週
間
の
開
催
期
間

中
に
見
事
に
開
花
し
て
く
れ
ま
し

た
。
期
間
中
、日
々
、眺
め
て
く
れ

た
方
た
ち
は
、日
に
日
に
咲
い
て

い
く
菊
の
成
長
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
る
中
、

市
の
花
で
あ
る
菊
を
い
つ
ま
で
も

愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
う

ば
か
り
で
す
。

　日
野
中
央
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
上

の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

会
場
に
足
を
運
べ
な
か
っ
た
方
も

写
真
で
は
あ
り
ま
す
が
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
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●
か
く
れ
穴
公
園（
街
区
公
園
69
）

所
在
地
：
程
久
保
一
丁
目
23
番
1

面
　
積
：
3
7
6
㎡

開
園
日
：
昭
和
55
年
1
月
1
日

　こ
の
公
園
の
付
近
一
帯
は
三
沢

の
八
幡
台
と
程
久
保
の
く
ろ
ど
ん

︵
九
郎
ど
の
︶台
と
の
中
間
に
あ

り
、下
程
久
保
の﹁
台
﹂と
呼
ば
れ

た
高
台
で
、古
く
か
ら
農
家
が
3

軒
あ
り
ま
し
た
。

　公
園
の
す
ぐ
西
側
、畑
の
あ
ぜ

に
あ
っ
た
赤
土
の
横
穴
に
は
、九

郎
判
官︵
源
義
経
︶が
奥
州
に
逃
れ

る
途
中
、潜
み
隠
れ
た
と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
。

●
谷
戸
口
公
園（
街
区
公
園
118
）

所
在
地
：
程
久
保
一
丁
目
23
番
22

面
　
積
：
3
9
0
㎡

開
園
日
：
平
成
2
年
8
月
1
日

　こ
の
公
園
は
、程
久
保
谷
戸
口

近
く
に
あ
る
典
型
的
な
台
地
の
一

角
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
北
方
、

谷
戸
口
の
は
る
か
彼
方
に
は
、多

摩
川
を
隔
て
て
西
部

武
蔵
野
台
地
が
望
ま

れ
、南
は
丘
陵
の
尾

根
を
越
え
て
由
木
谷

戸
に
通
じ
て
い
ま
し

た
。
台
の
東
西
は
そ

れ
ぞ
れ
深
い
谷
戸
を

隔
て
て
西
に﹁
く
ろ

ど
ん
台
﹂、東
に﹁
八

幡
台
﹂︵
三
沢
分
︶に

隣
り
合
い
ま
す
。
古

く
か
ら
こ
の﹁
台
﹂に

は
3
軒
の
農
家
が
小

集
落
を
つ
く
り
、う

ち
3
軒
は
高
幡
耕
地

に
水
田
の
出
作
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　市
で
は
、﹁
日
野
市
み
ん
な
で

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
﹂
に

基
づ
き
、
毎
年
5
月
︵
春
︶
と
11
月

︵
秋
︶
の
最
終
日
曜
日
を
﹁
市
内
を

み
ん
な
で
き
れ
い
に
す
る
日
﹂
と

し
て
い
ま
す
。

　市
内
一
斉
清
掃
は
自
治
会
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
団

体
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　当
日
は
自
治
会
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
個
人
で
の
参
加
者
と
多

く
の
方
に
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
を
今
後
の
環
境
意
識

の
向
上
と
地
域
の
交
流
を
深
め
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

　引
き
続
き
、
市
内
の
良
好
な
環

境
美
化
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　

︻
環
境
政
策
課
︼

ゆ

　ぎ

で 

さ 

く

(C)2017 PASCO CORPORATION.  (C)2017 INCREMENT P CORPORATION.
いかなる形式においても著作権者に無断でこの地図の全部または一部を複製し、
利用することを固く禁じます。

市
の
花 「
菊
」の
祭
典

市
の
花 「
菊
」の
祭
典

秋
の
市
内
一
斉
清
掃

秋
の
市
内
一
斉
清
掃

参加団体（組）

令和6年度 秋の一斉清掃

参加人数（人）

収集量（kg）

304

18,000

28,860

480

可燃

不燃
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❸
変
わ
り
ゆ
く
水
田
風
景

　日
野
の
農
の
拠

点
の
一
つ
で
し
た
が
、

土
地
区
画
整
理
事

業
や
新
た
な
道
路

建
設
に
よ
り
、
田

ん
ぼ
は
ほ
と
ん
ど

無
く
な
り
ま
し
た
。

　石
積
み
の
護
岸

で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

も
無
く
、
洗
い
場

の
あ
る
水
路
な
ど

今
あ
る
水
辺
を
活

か
し
た
区
画
整
理

事
業
に
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

❹
変
わ
り
ゆ
く
里
山
の
風
景

　黒
川
清
流
公
園
の

湧
水
が
流
れ
て
く
る

窪
地
で
﹁
原
ノ
八
ツ
﹂

と
呼
ば
れ
、
現
在
は

畑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
は
澄
み
、
崖
線
緑

地
は
保
全
さ
れ
、
里

道
は
夏
涼
し
く
市
民

の
散
歩
道
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
川
辺
堀

之
内
の
区
画
整
理
事

業
に
よ
り
宅
地
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　右
手
に
は
、
保
全
さ
れ
て
い
る
斜
面
緑
地
、
周
辺
に
は

横
穴
墓
古
墳
が
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
昔
は
水
路
で
ヤ

ツ
メ
ウ
ナ
ギ
も
と
れ
た
と
い
う
。

❼
親
子
で
賑
わ
う
水
辺

―
東
豊
田
公
園
　

　東
豊
田
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
新
た
に
で
き
た
公

園
で
す
。
用
水
を
取
り
込
ん
だ
り
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ

水
辺
を
造
っ
て
い
ま
す
。
ク
ヌ
ギ
な
ど
樹
木
も
植
え
ら
れ

将
来
は
豊
か
な
森
に
な
り
そ
う
で
す
。

　休
日
は
親
子
づ
れ
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

 

公
園
の
入
口
近
く
に
は
、

﹁
耕
地
整
理
記
念
﹂
と
書
か

れ
た
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て

い
た
。
近
く
の
案
内
板
に
よ

る
と
、
か
つ
て
こ
の
辺
り
は

﹁
小
高
田
﹂
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
の

だ
そ
う
だ
。

（７）

水
辺
の
あ
る
風
景 

日
野
50
選

水
辺
の
あ
る
風
景 

日
野
50
選

選
ば
れ
た
水
辺
を
紹
介
し
ま
す

選
ば
れ
た
水
辺
を
紹
介
し
ま
す

辻にあるお地蔵さま辻にあるお地蔵さま

散歩道として親したまれている旧道散歩道として親したまれている旧道



清流ｎｅｗｓ　　2025 年 1月 1日

　冬
に
な
る
と
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
、

カ
エ
ル
や
ヘ
ビ
な
ど
多
く
の
生
き

も
の
は
、寒
い
冬
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
ど
こ
か
へ
姿
を
隠
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
冬
の
間
で
も
、

越
冬
し
て
い
る
あ
る
生
き
も
の
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

﹁
エ
ノ
キ
の
落
ち
葉
め
く
り
﹂で
す
。

エ
ノ
キ
は
雑
木
林
や
公
園
、河
川

敷
な
ど
に
生
え
る
落
葉
高
木
で
す
。

植
栽
さ
れ
た
木
以
外
に
も
、木
の

実
が
鳥
の
大
好
物
の
た
め
、鳥
の

糞
か
ら
自
然
に
芽
生
え
た
木
も
各

地
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
冬
の
間
に
エ
ノ
キ
の
木
を
見

つ
け
た
ら
、ぜ
ひ
木
の
根
元
に
あ

る
落
ち
葉
を
め
く
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
よ
〜
く
探
す
と
、落
ち
葉

の
裏
に
張
り
付
い
た
幼
虫
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

〇
エ
ノ
キ
の
葉
を
食
べ
る
幼
虫

　エ
ノ
キ
の
葉
は
3
種
類
の
チ
ョ

ウ
の
幼
虫
の
大
好
物
で
す
。
そ
れ

は
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
、外
来
種
の

ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
、そ
し
て
国

蝶
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
で
す
。
こ
れ

ら
の
幼
虫
は
、夏
か
ら
秋
に
か
け

て
エ
ノ
キ
の
葉
を
食
べ
て
成
長
し
、

冬
に
な
る
と
地
面
に
落
ち
た
葉
の

裏
に
隠
れ
、春
ま
で
じ
っ
と
し
て

過
ご
し
ま
す
。
そ
し
て
春
に
な
る

と
再
び
木
を
登
っ
て
葉
を
食
べ
、

夏
ご
ろ
に
か
け
て
サ
ナ
ギ
か
ら
成

虫
へ
と
羽
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め

冬
の
間
に
エ
ノ
キ
の
根
元
の
落
ち

葉
を
め
く
る
と
、越
冬
し
て
い
る

幼
虫
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
3
種
類
と
も
姿
が
よ
く

似
て
い
ま
す
が
、背
中
の
突
起
が

見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
顔
を

正
面
か
ら
見
る
と
、耳
の
よ
う
に

長
く
伸
び
た
角
と
つ
ぶ
ら
な
瞳
が

と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。 

こ
れ
ら

3
種
類
の
見
つ
け
ら
れ
る
頻
度
と

し
て
は
、ア
カ
ボ
シ
、ゴ
マ
ダ
ラ
、

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
順
で
し
ょ
う
。

ア
カ
ボ
シ
、ゴ
マ
ダ
ラ
は
街
中
の

木
で
も
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、オ

オ
ム
ラ
サ
キ
は
豊
か
な
雑
木
林
が

残
る
限
ら
れ
た
場
所
に
し
か
生
息

し
て
い
ま
せ
ん
︵
市
内
で
は
近
年

の
記
録
は
無
い
が
、近
隣
の
八
王

子
市
や
多
摩
市
に
は
生
息
︶。

〇
越
冬
中
も
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　落
ち
葉
の
下
に
隠
れ
て
冬
を
越

す
幼
虫
た
ち
で
す
が
、す
べ
て
の

幼
虫
が
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鳥
に

見
つ
か
っ
て
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
り
、乾
燥
に
や
ら
れ
て
し
ま
っ

た
り
、風
に
よ
っ
て
遠
く
に
飛
ば

さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、街
中
の
木
で
は
、

人
間
に
よ
る
落
ち
葉
掃
き
の
影
響

も
大
き
い
で
し
ょ
う
。
越
冬
幼
虫

は
木
か
ら
30
㎝
以
内
に
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、木
の
根
元
の
落
ち

葉
を
残
す
こ
と
で
幼
虫
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〇
そ
れ
ぞ
れ
の
冬
越
し

　落
ち
葉
を
め
く
る
と
、カ
メ
ム

シ
や
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
、ク
モ
な
ど

越
冬
し
て
い
る
他
の
生
き
も
の
も

見
つ
か
り
ま
す
。
チ
ョ
ウ
の
仲
間

で
は
、ウ
ラ
ギ
ン
シ
ジ
ミ
は
成
虫

の
ま
ま
常
緑
樹
の
葉
裏
で
、ア
ゲ

ハ
チ
ョ
ウ
は
サ
ナ
ギ
で
、ア
カ
シ

ジ
ミ
は
卵
で
越
冬
し
ま
す
。
一
見

す
る
と
生
き
も
の
が
少
な
い
冬
で

す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
も
の
が

工
夫
を
凝
ら
し
て
冬
を
乗
り
切
っ

て
い
る
の
で
す
。
生
き
も
の
の
冬

越
し
の
様
子
を
観
察
し
て
み
る
の

も
、冬
の
楽
し
み
方
の
一
つ
で
す
。 

＊
越
冬
中
の
幼
虫

の
体
力
を
消
耗
さ

せ
な
い
よ
う
に
、

あ
ま
り
触
ら
ず
や

さ
し
く
元
の
場
所

に
戻
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た

ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
は
特
定
外
来
種
の

た
め
、別
の
場
所
へ
の
移
動
や
飼
育
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
・
写
真

　日
野
の
自
然
を
守
る
会

片
山

　敦

（８）

冬の自然観察
～エノキの落ち葉めくり～
冬の自然観察
～エノキの落ち葉めくり～

Message

　本
紙
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
、ご
高
覧
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　最
近
よ
く
感
じ
る
こ
と
な
の
で

す
が
、日
本
は
四
季
が
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

夏
が
長
く
続
い
た
と
思
う
と
急
に

冬
が
や
っ
て
き
て
、す
っ
か
り
寒
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
春
と
秋
が

以
前
に
比
べ
て
短
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
気
候
変
動
の
影
響

か
水
路
の
生
態
系
に
も
変
化
が
起

き
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
例
年
に

比
べ
水
路
内
に
水
草
や
藻
が
大
量

に
繁
茂
し
た
こ
と
が
原
因
で
水
路

内
が
堰
き
止
め
ら
れ
、水
位
が
上

が
り
、水
が
外
へ
あ
ふ
れ
出
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、緊
急
で
職
員

が
水
草
除
去
に
出
向
く
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
大
量
発
生
す
る

水
草
や
藻
へ
の
対
策
や
水
路
の
管

理
方
法
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

　本
紙
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
は
水
環
境
に
関
心
が

あ
る
方
々
か
と
存
じ
ま
す
。
水
環

境
の
保
全
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。


